



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































o　．　● o　・　・ o　・　o●　o　● ・　●　・ o　・　，
o　・　● 0　9　． ．　・　．・　●　・ … ●　●　曹









































































































































































































































































Author ％ N＊ Age
Sato　and　Noriyasu
Sibata　8‘α♂．18）
Schinzβ’α♂．37）
Pyo　and　Lowman6）
Romanus　and　Tovi21）
Kendrick　and　Biggs34）
Radoieviさalld　Negovanovi67）
　　　　　　　　Lamberty　and　Zivanovi68）
1978
1965
1952
1959
1962
1963
1963
1973
5．5
5．7
10．0
12．6
14．3
5ユ
3．4
7．6
1428
2！0
9
300
105
353
！000
990
2－84
10一
　？
0－90
9－85
6－17
　？
　9
＊　Number　of　the　examined　cases
石08 佐藤・乗安　　Ponticulus　posteriorとPonticulus　lateralis一こついて札幌医誌1978
Table　81η6歪48η0θ（％）げρ0漉C麗♂㍑3ρ05≠副0ブαπ4ρ0彫∫6配π5Zα’87厩∫∫勿
η3α082窃θ4伽7ηαηゆ86ゴ7π6η5α5プ砂。ア惚4ろツ7α7勿π∫α一婦07苫
Ponticulus　posteriorPonticulus　lateralis
Author Unila亡一　　Bilat－
eral　　　　　eral
　　　　Uniユat－　　Bllat－TotaI　　　　　eral　　　　　eraITotaI
Race
Sato　and　Noriyasu
Hasebe15）
Hibi16）
．Muraki17）
Macalisterg）
Bolk1）
Dubreuil－Chambardello）
．Poirier38）
Le　Double2）
Lo亡h－Niemirycz3）
．Ossenfort19）
OSSenfort19）
Sotoyama35）
Gejval139）
Radojevi6　and　Negovanovi67）
　　　　　　　　Lamberty　and　Zivanovi68）
1978
1913
1931
1963
1893
1906
1907
1911
1912
1916
！926
1926
1956
1960
！963
1973
5．2
2．0
3．8
2．8
4．1
5．2
9．6
7．4
6．7
14．0
11．7
0
1．0
3．8
0
3．4
14．3
8．0
4。3
2．3
7．0
3．3
　5．2
　3．0
　7．5
　2．8
　7。5
10．5
19．5
17．6
！1．7
7．4
12．6
11．8
9．0
11．4
21．0
15．0
2．1
4．0
1．3
1．4
1．0
7．5
2。5
1．0
1．0
0
0．5
0．6
1．0
0
3．1
5，0
1．3
1．9
3．7
0．4
1．6
3．4
8．5
2．5
Japanese
Japanese
Japanese
Japanese
　　？
European
White
European
European
European
Negro
White
Chinese
Swede
　？
European
Lamberty　and弟ivanovi68）などの報告があるが，いずれ
も著者と同じく両側より片側の出現頻度が高い．しかし，
DubreuiユーChambardello）は両側の出現頻度が高い報告を
している．
　出現頻度の加齢的変化についてPyo　and　Lowlnan6）は
』0歳～90歳までの300例のX線写真を調査し，最年少例
は男子10歳，女子17歳であったとしているが，一般的に
．は40歳以上においてincomplete　typeも含めて12傷～
13％に観察されるものと報告している．さらにBailey36）
は椎骨動脈溝周囲の靱帯の骨化によって形成されるため小
児には観察されず加齢と共に出現頻度が増加すると記載し
ている．著者のX線写真の資料においては，10歳6ヵ月
の男子に観察されたが，これが最年少例で，9歳以下には
認められなかった・さらに10歳以上の各年齢の間には出
・現頻度の有意差が認められず，Pyo　and　LQwman6）が指
摘するような40歳以上の年齢で多く出現することは認め
られなかった．
　4・2Po凪iculus　lateralisについて
　Ponticulus　lateralis　5よ単純X線撮影で観察すること
砿困難で，従って浸解骨標本によってのみ調査されてい
る・欧米における出現頻度はDubreuil－Chambarde11。），
：Poirier38），　Le　Double2），　Loth－Niemirycz3），　Radojevi6
and　Negovanovi67）によって報告されている，　Ponticulus
posteriorにおいては欧米の報告は日本人より高い傾向が
認められたが，ponticulus　lateralis　4こついては著者の
3。1弩をはじめHasebe15），日比16），村木17）の報告も含めて
欧米の報告と近似している（Table　8）．
　Ponticulus　lateralisを形成する椎骨動脈溝を分類する
と，外側塊側は1型，横突起側はII型が多い，一方骨棘
状を呈する外側塊III側およびIV型に属するものは横突
起側3および4型に属するものより多く，外側塊側におい
て骨棘状を呈していることが多い．また両側に認められる
ものより片側に認められるものが多く，諸家の報告と同じ
結果である．
　Ponticulus　posteriorとponticulus　lareralisの出現
頻度を比較すると，前者は5．2％，後者は3．1％であり前者
の出現頻度が高い・多くの報告は著者と同じ結果であるが
Hasebe15）はponticulus　lateralisが高い出現頻度を報告
している．
　著者の資料で1例のみ32歳男子で左側にponticulus
posterlorとponticulus　lateralisを同時に有するものが
認められた・この環椎は尾長猿類の環椎と形態的に非常に
類似していた（PhQtos．10　A，　B）．両者を同側に有する例
はMacalister9），　Le　Double2），村木17）も報告している・
47（6＞ 佐藤・乗安一Ponticulus　posteriorとPonticulus　Iateralisセこついて609
　4・3比較解剖所見について
　Cleland11），　Macalisterユ2），　Allen13）によれば，　ponti一
℃ulus　posteriorおよびponticulus　lateralis　lよヒトを
除き多くの哺乳動物で広く認められると報告されている．
Bolk1）は10例の類人猿を観察し5例にponticulus　Pos－
terior，2例にponticulus　lateralisを認めている．さら
にLe　Double2）は翼手頚，食肉類，食虫i類などには
ponticulus　posteriorおよびponticulus　lateralisが存
在し，尾巻猿類，尾長猿類，類人猿（手長猿を除く）には
Ponticulus　posteriorが存在すると記載しているが，
Ponticulus　lateralisセこついては言及していない．
　著者の資料でも尾長猿類ではponticulus　posteriorが
全例に，またponticulus　lateralisは98．4％に観察され
たことから，尾長猿類においては通常両者が同時に存在す
るものと思われる．しかしながら類人猿ではponticulus
pQsteriorが半数に，またponticulus　lateralisは全例に存
在しない．この結果とヒトにおける低頻度も考え合わせる
と，もし進化論的に考えることが許されるならば，ponti－
culus　lateralisが先に退化し，その後pQnticulus　Pos－
teriorが退化する傾向を示すものと言えよう・
　尾長猿類のニホンザル（Photos．12　A，　B），類人猿のチ
ンパンジー（Photos．！1　A，　B）の環椎をヒトの環椎と比較
すると，両者ではヒトよりも後弓がよく発達している・ヒ
トにおけ』るponticulus　posterior（Potos．9A，　B）は，
上関包隠より椎骨動脈溝後縁へ弓状に架橋された細い円柱
の形をとるがニホンザル，チンパンジーでは上関節頼から
後弓が認められ，その部位に孔が存在する形態をとってい
る．またヒトと比較して横突起のcostal　process（前結節
を含む富突孔までの肋骨の退化した部分）側が下方へ，ま
たlateral　process（後結節を含む横面孔までの本来の横
突起の部分）側が上方へ傾く角度が強い．尾長猿類では横
突起のcostal　processがよく発達し，横突起の傾斜はさ
らに強い．
　ヒトにおけるponticulus　pQsteriorは，多くは円柱状
を呈しているがまれに板状の架橋をなしていることもあ
る．またponticulus　posteriorによって形成される椎骨
動脈溝上の孔と池台孔とを浸解職標本で比較してみると，
両者の内径はほぼ同じ大きさを呈しており，椎骨動脈が
ponticulus　posteriorの形成によって狭窄されることは
ないことを示唆する．Ponticulus　lateralisカミ存在する場
合の横突起は尾長猿類や類人猿の横突起の形態と類似して
いて，正常より傾斜している程度が強い．Ponticulus
posteriorは円柱状の架橋となっていることが多いが，こ
れに対しponticulus　lateralisは板状の架橋となってい
ることが多い．
　4・4po血ticulus　posteriorおよびPonticulus
　　　lateralisの発生原因について
　発生原因について種々の報告がなされているがいまだ定
説はない．
　Cleland11）はponticulus　posteriorは，後弓より骨突
起が上関油鼠に延びて，椎骨動脈溝を孔に変化させたもの
で，他の糸経におけるsuperiQr　oblique　process（上関節
突起）と同様なものと考えた．またponticulus　lateralis
は横突起（狭義）の先端が肥厚し上関節頼まで発達したも
のと考え，これらの状態は豚や羊で観察されると報告して
る．
　Macalisterg）はponticulus　posteriorは後環椎後頭膜
とは別 oblique　ligamentが存在し，それが骨化するこ
とによって形成されるとしている．
　Le　Double2）はMacalisterg）と同じくoblique　liga－
mentの骨化が原因と考え，ヒトにおいては先祖返りによ
って骨化する場合としない場合があるのであろうと述べて
いる．
　Selby　6’αZ．20）はponticulus　posteriorは上関節介よ
りの骨棘によって形成されると考え遺伝することを示唆し
ている．
　Pyo　and　Lowman6），　Hadley4，40），　Zimmer41），　Epste－
ln42）は後環椎後頭膜の椎骨動脈が貫く外側部位の異常骨
化によってponticulus　posteriorが形成されると報告し
ている．また多くの解剖学の成書も後環椎後頭膜がしば
しば骨化し，椎骨動脈溝が骨孔に変化することを記載して
いる．
　これに対しK：endrick　and　Biggs34）は6歳から17歳ま
での若年者のX線写真を調査し12．6％の高率にponti－
culus　posteriorを観察したことから，このような若年者
に通常，靱帯は骨化するものではないとしてPyo　and
LOWInan6）の発生原因説に疑問をなげかけている．
　　　　　　　　　　　　またLamberty　and　Zivanovi68）はMacalisterg）の報
告したoblique　iigamentの存在を著者と同じく否定し，
ponticulus　posteriorの発生原因については，これが脊
椎動物で常在すること，また浸主骨標本で2歳と4歳，X
線写真で13歳男子などのような若年者にも観察されたこ
とから通常そのような早期に靱帯の骨化は起こり得ないの
で，ヒトにおけるponticulus　posteriorは形態学的に一
つの退化現象であろうと推測している．
　著者は本研究においてponticulus　posteriorを10歳
6ヵ月の男子にすでに認め，また出現頻度には加齢的増加
を認めなかったことから，靱帯化骨説に賛成しがたい．ま
た，incomplete　typeのponticulus　posteriorの剖検：
所見でも後環椎後頭膜とは明瞭に離れて独立した状態で存
も10 佐藤・乗安一Ponticulus　posteriorとPonticulus　lateralis｝こついて札幌医誌1978．
在していることを観察した．このことから多くの解剖学の
成書に記載されている後環椎後頭膜の骨化を原因とみなす
説には同意できない．さらにまたponticulus　posterior
およびPonticulusユateralisが尾長猿類において全例に
存在し，尾長猿類より進化している類人猿ではponticulus
posteriorが半数に存在しponticulus　lateralisはさら
に低頻度であること，またヒトにおいてはponticulus
Poste「iQrおよびPonticulus　lateralisの出現はともに
低いが，後者は前者よりやや低いことは，進化論的に考え
ることが許されるならぽ，まずponticulus　lateralisが
形態学的に退化消失し，その後ponticulus　posteriorが
退化消失した現象であろうと考えたい．
5結　　語
　札1幌医科大学整形外科を受診し，頸椎X線写真を撮影
した年齢2歳から84歳までの1428例の頸椎X線写真お
よび関東日本人浸恥骨標本97例についてponticulus
posteriorおよびponticulus　lateralisの出現頻度を調査
するとともに，日本人屍体を使用しponticulus　posterior
と後環椎後頭膜，椎骨動脈，第！頸神経との関係を剖検し
た．また尾長猿類，類人猿のponticulus　posteriorおよ
びponticulus　lateralisの出現頻度と形態学的特徴をヒ
トの環椎のそれと比較検討し次の結果を得た．
　1）Ponticulus　posteriorの出現頻度は，階下X線写
真では5．5％，関東日本人浸一骨標本では5．296とほぼ同じ
であった．また日本人の出現頻度は欧米のそれに較べ低頻
度である．
　2）頸椎X線写真，関東日本人浸解骨標本のponti－
culus　posteriorを形成する椎骨動脈溝を分類した．いず
れも外側塊側II型（外側塊の後面が曲線を描き，凹面状態
で，上関節穎後縁は尖状，または丸みを呈するもの），後弓
側2型（後弓の椎骨動脈溝が溝状になっているが，後方部
位が隆起していないもの）に属するものが多かった．
　3）PQnticulus　posterior　lよ10歳6ヵ月の男子におい
てすでに認められ，また加齢による増加の傾向は認められ
なかった．性差もまた認められなかった・
　4）Ponticulus　lateralisの出現頻度は，関東日本人旧
記骨標本で3．1％であり，欧米の報告と近似している・
　5）Pontlculus　lateralisを形成する椎骨動脈溝を分類
した．外側塊側1型（外側塊の側面が直線状，または曲線
状を呈するもの），横突起側2型（横突起の内側後方が溝状
を呈するもの）に属するものが多かった・
　6）　Ponticulus　pQsteriorはponticulus　lateralis　よ
り出現頻度がやや高く，それぞれ両側に認めることはまれ
で，片側に認めることが多かった．
　7）Ponticulus　posteriorおよびponticulusユateralis
は尾長猿類においては全例に存在するが，尾長猿類より進
化している類人猿では前者が，ほぼ半数に，後者はさらに
低頻度で存在していた．
　8）PQnticulus　posteriorの発生原因は後環椎後頭膜
の骨化によるものではなく，ヒトにおいては形態学的に退
化し消失した現象で，PQnticulus　lateralisも同じ現象で
あると思われる・
　稿を終えるにあたり，本研究に使用した標本を貸与くだ
さった千葉大学医学部解剖学第1講座，国立科学博物館，
日本モンキーセンターおよび北海道大学歯学部口腔解剖学
第1講座に深謝いたします．また，本研究にご助力くださ
った本学解剖学第1講座高橋杏三教授，解剖学第2講座兼
第2外科学講座金子正光講師（現災害外傷部兼第2外科学
講座助教授），整形外科学講座篠田之回田師，およびご協力
くださった教室員各位に感謝いたします．
　なお，本論文の要旨は，第26回東日本臨床整形外科学
会および第23回日本解剖学会東北・北海道連合地方会に
おいて発表した．
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Photo．1
Photo．2
Photo．3
Photo．4
Photo．5
Photo．6
　　　　　　　　　　　　　　　　ExplalkatioIL　of　Photographs
Male，　aged　10　year．s　6　months，　showing　a　complete　ponticulus　posterior．　This　is
the　younge．st　case　in　this　study．
Female，　aged　46　years，　shQwing　a　compユete　ponticulus　posterior．
Felnale，　aged　70　years，　showing　a　complete　but　irregular　ponticulus　posterior　and　a
foramen　fQrmed　by　the　ponticulus　posterlor　which　is　not　narrow．
Male，　aged　36　years，　obvlousIy　showing　comple亡e　bilateraユponticulus　posterlor．
Male，　aged　10　years　10　months，　showing　an　incomplete　ponticulus　pbsterior（class．
IV，2），
Female，　aged　23　years，　showing　an　incomplete　ponticulus　posterior（．c．1ass　IV，3）．
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Photo．7
Photo。8
The　first　cervical　vertebra　of　a　male　aged　70　y．ears　as　seen　from　a　po．s．tero－lateral，
The　ponticulus　posterior　is　not　shown．　The　posterior　atl．antoocipital　membrane，
br．oad，　thin　and　meInbranous，　is　attached　inferiorly　to　the　superior　mar．gin　of　the
posterior　arch，　except　in　the　region　of　the　groove　for　the　vertebral　artery，　and
superiorly　to　the　inferior　m．ar．gin　of　the　forε1men　magnuln．
The五rst　c研vical．vertebra　of　a　ma］e．aged　77　years　a．3　seen　from　a　postero一ユateraL
The　incomplete　ponticulus　posterior　is　shown　extending　from　the　posterior　of　the
superior技rticular　cQndyle　to　the．　posterior　arch　behind　the　groove．　The　posterior
atlantooccipital　rnembrane　is　attached　inferiorly　to　the　superior　margin　of　the
posterior　arch　and　superiorl．y　t．o　the　inferi（）r　margin　of　the．　foramen　magnum．
Abbreviation
　　　　Pp二　pontlculus　posterjor
　　　　Paom＝posterior　atlantooccipital　membrane
　　　　Va　l　ve．rtebral　art．ery
　　　　Sn：　suboccipital　nerve
　　　　Sc　：　superior　articular　condyle
　　　　Ob＝　occiPital　bone
　　　　Pa＝　posterior　arch
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Photos．9A，9B　　Kanto　Japanese　macerated　sp．e．cimen　of　a　m．ale
　　　　　　　　　　　ponticulus．　poterior　on　the　rig．ht．side（arrows）．
aged　47　years　．showing　the
Photos40A，10B　　KantQ　Japanes　mace．rated　specime．n　of　a　male　aged　32　years　showing　the
　　　　　　　　　　　pQntlculus　posteriQr　and　ponticulu．s　lateralis　on　the　left　side（arrows）．
Photos．1．1　A，11B　　1セノ諺’1－Og’♂oゐ潔∫macerated　specimen　of　a　female　ag．ed　14　years　sho：wing
　　　　　　　　　　　the　ponticulus　posterior　on　the　right　side（arrowsl．　Th．e　ponticulμs　lateralis　cannot
　　　　　　　　　　　be　observed、
Photos．12A，12B　　ル毎‘曜αノ≧解認αmacera亡ed　specimen　of　a　male　aged　6　years　showing亡he
　　　　　　　　　　　ponticulus　posterior　and　ponticulus　lateralis　on　the　both　sides（arrows）．
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